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午後の公立幼稚園園舎を活用した「子育てひろば」の設置に関する職員意見照会 
結果について 

 
 
１．目的 
 午後の公立幼稚園園舎を活用した「子育てひろば」の設置について、令和 4 年 12 月 5 日
〜令和５年１月４日の期間、市ホームページ上で就学前児童保護者を対象としたアンケー
ト調査を実施した。多様な保護者のニーズに対応する方策を検討するため、現在公立幼稚
園・こども園・保育所・こっこーまで勤務する職員を対象に意見照会を行なうこととする。 
 
 
 
 
 
 
２．実施方法 

① 実施期間 
令和５年１月 20 日〜27 日 

② 対象者 
公立の幼稚園・こども園・保育所・こっこーまで勤務する全職員（任意） 
 

３．集計結果  
回答数 49 件 
Q1 遊び場（園舎や園庭開放）の確保が保護者ニーズとして挙がっています。どのよ
うな方策があると思いますか。 

 

アンケート調査から明らかになった保護者ニーズ 
① 遊び場（園舎や園庭開放）の確保 
② イベントの参加や子育て関連情報の収集 
③ 市街地の幼稚園（おおかわ、みやまえ、あまかわ）の利用希望 
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遊び場を確保するための方策として、児童館や地域子育て支援拠点を方策とする意見が
多かった。また、こども園についても地域子育て支援事業の一環として園庭開放を行なって
いたことからも回答者の半数が方策として回答している。 
 
Q2 イベントの参加や子育て関連情報の収集が保護者ニーズとして挙がっています。どの
ような方策があると思いますか。 

 
イベントの参加や子育て関連情報の収集のための方策として、児童館や地域子育て支援

拠点、健康福祉センターを方策とする意見が多かった。また、こども園についても地域子育
て支援事業の一環として園庭開放を行なっていたことからも回答者の半数が方策として回
答している。 

 
Q3 市街地の幼稚園（おおかわ、みやまえ、あまかわ）の利用希望が多いことから、市街
地に多様な保護者ニーズがあると想定されます。このような保護者ニーズに対し、勤務して
いる施設で対応できそうなアイデアがあれば教えてください（自由記述）。 
① こども園（まきら・おおはま・へいしん・あらかわ）での地域子育て支援事業の実施 

各こども園に子育て相談員を配置し、保護者の相談に対応するほか、時間や日程を設定し
た園庭開放を再開する。 
② こっこーま職員の出張対応 

こっこーまでのイベントがない日時に、こっこーま職員が健康福祉センターや公⺠館等
に出張し、保護者の相談に対応・あそびの提供を行なう。 
 
 
 
  



3 
 

Q4 午後の公立幼稚園園舎を活用して「子育てひろば」を開設するにあたり、課題になる
と思われることを教えてください。 
 職員の回答は大きく以下の３点に集約される。 

① 安全管理に係る責任の所在 
② 個人情報の漏洩や施設・物品の管理上の懸念 
③ 職員配置の必要性 

園内において、こどもに不測の事故やケガが発生した場合や、情報漏洩や施設・物品・園
児の作品の破損・盗難等が発生した際の責任の所在について、強い危機感を感じている回答
が多くみられた。また、外部からの利用を想定した施設ではないことから、大人がトイレを
使用する際に事務室に立ち入ることになり、情報管理としても適切ではないという回答も
みられた。また、すでに数多くの業務を担っている中、業務量の増加や心理的な負担を訴え
る回答もあり、園舎の活用にあたっては別途人員配置が必要であるという回答が多く見ら
れた。 

 
４．総括 

幼稚園園舎の活用にあたっては、Q4 に対する職員回答からもクリアするべき課題が山積
しているといえる。どのような条件であれば実現ができるのか、人的面からも物的面からも
引き続き調査・検討を行っていく。 

また、アンケートで子育てひろばを「利用したい」と回答した保護者のニーズに対応する
方策として、職員からはこども園における地域子育て支援事業の拡充と地域子育て支援セ
ンターこっこーまの活用が挙がった。 

こども園における地域子育て支援事業については、今年度、相談業務等にあたる子育て相
談員を３園に配置しているが、令和５年度は５園に配置を予定し、予算要求を行なっている。
新型コロナの影響で縮小してきた地域子育て支援事業を再開し、保護者ニーズへの対応に
向けて各園にて取組みを拡充していくこととする。 

また、こっこーまに関しては、これまでホームページに掲載していた「こっこーまだより」
を子育て中の保護者に市公式 LINE でプッシュ通知を行なう等、SNS を活用した情報発信
を強化してきたところである。職員提案にあった健康福祉センターや公⺠館等へのこっこ
ーま職員の出張が実現すると、こども園が近くにない場所においても保護者の相談に応じ
たり、あそびの機会の創出につながることから地域の要望も踏まえ、実施に向けて計画を立
てていく。 


